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Summary
[Purpose]In the introduction to dentistry practice in 2018, the first–year students of 
Matsumoto Dental University (MDU) had the opportunity to participate in the dental ex-
change class with students from junior high schools and elementary schools in Shiojiri 
City. Among them, the MDU students received a report on the class from the first and sec-
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ond graders of Koryo Junior High School. The MDU students returned the impressions of 
the class to the junior high school students. The class was a valuable experience for the 
students and the teachers of MDU. We thought we should analyze the students’ impres-
sions and use them for future reference. 
[ Methods ] The number of the students’ impressions was 131 for the first–year, and 149 
for the second–year students of Koryo Junior High School, while the number of MDU stu-
dents’ impressions was 56 for the first–year students and 50 for the second–year students. 
Based on these impressions, (1) we selected the main words of the impressions as key-
words, counted them, and organized them into items based on our subjective opinion. (2) 
The impressions were text–mined and multivariate analysis was performed. (3) Visualiza-
tion was attempted by co–occurrence network analysis.
[Results] The result of (1), the key words were 354 words for the first–year students of 
junior high school and 353 words for the second–year students. The MDU students had 
144 words for the first–year students and 154 words for the second–year students. The im-
portance of the key words and the frequency of their occurrence were found in (2). The im-
portance of the key word “tooth” was the most important and the frequency of its appear-
ance in the first year of junior high school, while “understanding” was the most important 
and “tooth” was the most frequent in the second year of junior high school. The MDU stu-
dents gave the highest importance and frequency of occurrence of “presentation” to both 
the first and second–year students. In task (3), we connected the key words in the network 
and visualized the relationship between the words. 
[Discussion] By looking at the number of key words, it can be inferred that the first and 
second–year students were able to understand the task. The investigation implies that the 
MDU students might have gained valuable experience from this exchange class.
[Conclusion] Throughout the exchange class, 
1. The first and second–year students of Koryo Junior High School gained professional 
knowledge of dentistry. 
2. Students at Koryo Junior High School gained a better understanding of the MDU. 
3. First year students of the MDU gained valuable experience as presenters by under-












































































中学生から提出のあった感想文は B 6 用紙大の
紙面に書かれていた． 1年生は131名で男子56名，
女子75名であった． 2年生は149名で男子59名，


















































































































































名詞は「歯」が5.391で 1 位であった（表 6）．本
表 1：主観に基づく仕分け項目と類型語の数
中学生 項目数 類型語 1組 2組 3組 4組 5組 語数
1年生 4 24 15 10 8 13 12 354








名詞は「発表」が2.455で 1 位であった．中学 2
年生に対して形容詞は「よい」で1.743の 1 位と
なり，動詞は「思う」が1.700，名詞は「発表」







































生活習慣病 14 2 16
歯周病 15 17 18 17 9 76
歯肉炎 7 3 5 6 21
口内炎 2 2 4
歯垢 3 3 1 7
歯磨き 20 23 24 27 19 113
むし歯 3 2 6 1 3 15









て 2 1 6 9





クイズ 1 3 9 13
36
分りやすい 1 3 4 7 8 23
友達になりたい 1 1
14




計 65 63 67 95 64 354 354
中学 2年生の感想文に記されていた主要語句









歯の仕組み 2 1 3
歯の役割 2 2
歯の大切さ 1 4 5






スポーツ外来 1 1 2
29
スポーツ外傷 2 2
修復 3 11 5 19
義歯 1 3 4














防・対策 10 9 6 5 2 32
骨折 4 2 6
脳震とう 1 1 2
歯のケガ，対処法に
ついて 4 18 12 25 9 68
マウスガード 16 28 1 7 28 80
スポーツの名称 12 10 8 9 1 40
ボディーコンタクト 1 2 1 4






クイズ 1 5 6
33
面白い，楽しい 3 3 6
分りやすい 9 5 2 1 17






















反応が良い，熱心に参加している 18 17 35
反応が少ない 2 2 4
私語がない 1 1
意識が高い，自発的である 1 1 2
積極的，意欲的，協力的 6 11 17
予想以上に知識がある 5 3 8
理解度が高い 1 7 8
質問に丁寧，真面目に答える 2 2











盛り上がる 1 2 3










発表がやり易かった 2 3 5
やりづらかった 2 2
発表が不安だった 1 1







発表内容について 6 12 18
発表の仕方，工夫について 2 1 3




発表の反省 3 4 7
日本語発表 1 1




















良い経験になった 7 6 13
次の機会に発表を活かす 2 3 5







アシスト側 5 11 16




学年 中学 1年生　　131名 中学 2年生　　149名
順位 形容詞 重要度 出現頻度 形容詞 重要度 出現頻度
1 分り易い 3.684 30 よい 4.534 63
2 よい 3.609 38 分り易い 2.803 29
3 正しい 3.208 25 無い 2.398 30
4 くわしい 1.753 9 凄い 2.260 17
5 凄い 1.586 8 面白い 2.002 18
順位 動詞 重要度 出現頻度 動詞 重要度 出現頻度
1 知る 4.891 75 分かる 5.890 138
2 教える 4.517 69 知る 5.113 100
3 思う 4.217 97 する 4.587 137
4 磨く 4.175 66 教える 4.339 56
5 分かる 4.036 58 出来る 3.973 57
順位 名詞 重要度 出現頻度 名詞 重要度 出現頻度
1 歯 5.545 185 歯 5.391 363
2 歯周病 4.534 120 マウスガード 5.298 106
3 歯磨き 4.242 80 ケガ 5.192 88
4 磨き方 3.896 46 スポーツ 5.134 112
5 病気 3.644 40 大切 4.423 81
表 ４：テキストマイニングにおける中学生感想文のキーワードの重要度順位と出現頻度
順位
中学 1年生　　131名 中学 2年生　　149名
キーワード 重要度 出現頻度 キーワード 重要度 出現頻度
1 歯 5.545 185 分かる 5.890 138
2 知る 4.891 75 歯 5.391 363
3 歯周病 4.534 120 マウスガード 5.298 106
4 教える 4.517 69 ケガ 5.192 88
5 歯磨き 4.242 80 スポーツ 5.134 112
6 思う 4.217 97 知る 5.113 100
7 磨く 4.175 66 する 4.587 137
8 分かる 4.036 58 よい 4.534 63
9 磨き方 3.896 46 大切 4.423 81
10 分かり易い 3.684 30 教える 4.339 56
表 5：テキストマイニングにおける本学学生感想文のキーワードの重要度順位と出現頻度
順位
中学 1年生分　　56名 中学 2年生分　　50名
キーワード 重要度 出現頻度 キーワード 重要度 出現頻度
1 発表 2.455 66 発表 2.646 73
2 よい 1.668 27 よい 1.743 34
3 歯周病 1.606 16 思う 1.700 38
4 思う 1.506 36 聞く 1.608 36
5 聞く 1.329 29 スポーツ外傷 1.506 19
6 内容 1.198 9 マウスガード 1.496 13
7 歯 1.192 15 する 1.438 26
8 ある：動詞 1.186 12 質問 1.332 14
9 反応 1.151 12 反応 1.309 14























学年 中学 1年生分　　56名 中学 2年生分　　50名
順位 形容詞 重要度 出現頻度 形容詞 重要度 出現頻度
1 よい 1.668 27 よい 1.743 34
2 嬉しい 1.091 11 嬉しい 1.101 11
3 凄い 0.901 6 無い 0.925 9
4 多い 0.724 5 多い 0.776 7
5 楽しい 0.691 4 楽しい 0.678 5
順位 動詞 重要度 出現頻度 動詞 重要度 出現頻度
1 思う 1.507 36 思う 1.700 38
2 聞く 1.329 29 聞く 1.608 36
3 ある 1.186 12 する 1.438 26
4 する 1.104 17 出来る 1.141 9
5 出来る 1.046 10 ある 1.083 11
順位 名詞 重要度 出現頻度 名詞 重要度 出現頻度
1 発表 2.455 66 発表 2.646 73
2 歯周病 1.606 16 スポーツ外傷 1.506 19
3 内容 1.198 9 マウスガード 1.496 13
4 歯 1.192 15 質問 1.332 14
5 反応 1.151 12 反応 1.309 14
表 8：テキストマイニングにおける中学生の感想文の性別による品詞別キーワードの重要度順位
順位
中学 1年生 中学 2年生











よい 0.126 知る 0.181 マウスガード 0.231
2 よい 0.195 知る 0.198 歯磨き 0.182 分り易い 0.092 分かる 0.167 スポーツ 0.198
3 正しい 0.143 思う 0.189 磨き方 0.169 無い 0.073 出来る 0.160 ケガ 0.193
4 恐ろしい 0.072 分かる 0.175 病気 0.150 凄い 0.059 抜ける 0.152 傷害 0.151











よい 0.100 分かる 0.143 マウスガード 0.121
2 くわしい 0.154 思う 0.110 歯周病 0.111 面白い 0.050 教える 0.085 大事 0.088
3 凄い 0.086 知る 0.106 歯 0.109 楽しい 0.049 する 0.076 大切 0.088
4 よい 0.063 出来る 0.094 磨き方 0.108 痛い 0.045 知る 0.073 スポーツ 0.080






































中学 1年生分 中学 2年生分











よい 0.033 出来る 0.041 発表 0.063
2 多い 0.024 思う 0.031 歯周病 0.052 むずかしい 0.032 思う 0.039 韓国語 0.044
3 大人しい 0.020 教える 0.027 予想 0.049 高い 0.031 比べる 0.033 中国語 0.041
4 楽しい 0.018 聞く 0.025 問いかけ 0.042 大人しい 0.026 聞く 0.033 マウスガード 0.040











よい 0.053 問い掛ける 0.067 発表 0.073
2 楽しい 0.050 かんがえる 0.050 授業 0.043 嬉しい 0.044 答える 0.062 緊張 0.056
3 むずかしい 0.045 ある 0.045 静か 0.043 楽しい 0.026 ある 0.046 真面目 0.049
4 薄い 0.041 聞く 0.041 有意義 0.036 大人しい 0.023 入る 0.031 質問 0.047
5 嬉しい 0.040 分かる 0.040 感謝 0.035 明るい 0.016 聞く 0.031 スポーツ外傷 0.044
表10：テキストマイニングにおける本学学生の感想文の日本人学生と留学生による品詞別キーワードの重要度順位
順位
中学 1年生分 中学 2年生分















嬉しい 0.037 聞く 0.053 発表 0.059
2 くわしい 0.023 思う 0.054 発表 0.058 よい 0.034 出来る 0.049 最後 0.052
3 大人しい 0.023 挙げる 0.038 予想 0.058 大人しい 0.032 思う 0.039 質問 0.048
4 楽しい 0.021 聞く 0.035 スライド 0.050 有り難い 0.019 きく 0.038 真面目 0.046













面白い 0.058 見る 0.067 発表 0.111
2 多い 0.022 教える 0.045 歯周病 0.079 高い 0.044 比べる 0.057 マウスガード 0.089
3 楽しい 0.022 する 0.033 生活習慣病 0.066 むずかしい 0.043 する 0.047 機会 0.084
4 薄い 0.020 磨く 0.033 緊張 0.057 めずらしい 0.042 落ち着く 0.045 態度 0.070


















































































































































2年生の上位 1， 2 位にあり，「凄い」が 5位内
に位置した．動詞では「知る」が 1年生の 1位，
2年生の 2位にあり，「教える」が 1年生の 2位，
2年生の 4位にあり，「分かる」が 1年生の 5位，















年生分の 3～ 5 位にあった．名詞は「発表」が
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